
 
 
 
　 夏休みが明け、子どもたちの元気な声が学校に戻ってきまし
た。今年の夏は例年以上にあついあつい夏でした。あまりの暑

 さに「猛暑」や「酷暑」という言葉を何回も耳にしました。
　 そんな暑い夏に、遠く日本を離れたフランス、パリの地でも
オリンピックの熱い闘いが繰り広げられました。スポーツの世
界には勝ち負けがあり、勝利の歓喜もあれば、敗北の涙もあり
ます。パリでの闘いに向けて、厳しい代表選考会や出場枠獲
得のための予選大会の中で、多くの選手が道半ばにして負け
てパリへの挑戦を終えています。そして、ほんの一握りの出場

 できた選手も、ほとんどがオリンピックの舞台で「負け」を経験するのです。
  東京オリンピックの金メダリストで、まさかの初戦敗退をした選手が、「負けたことがあるということが、い
つか大きな財産になるという言葉を信じて、また頑張っていきたいと思います。」と涙で語っている姿があ
りました。負けることや失敗することをマイナスと捉えずに、未来の自分を信じて勇気をもってチャレンジす
ることが大切なのだと感じました。子どもたちにも「負けるのはダメなことではない、強さにつながる過程な
のだ」と、負けを恐れず積極的にチャレンジできる人になってほしいと願っています。

 
 
 
　５年生が稲刈り体験をしました。５月に田植
え体験をさせていただいた横田農場さんで立派
に育った稲を刈り、束ねて干す体験をしました。 

 　次は家庭科で、ご飯を炊く学習を行います。

 
 
 
　保護者の皆様にはご多
用の中、学校評価アンケ
ートにご協力いただきあ

 りがとうございました。
　つきましては、別記の
とおり、アンケートの集
計結果をお知らせいたし
ます。さらによりよい学校づくりを目指し、
家庭と学校がより一層の信頼関係が深まるよ
う努力してまいります。今後とも、よろしく
お願いします。

　 ９月１日は「防災の日」です。地震、台
風、など自然災害の多い日本で、いざ
というときのために確認をする日でも

 あります。
　 松葉小学校では、今年もシェイクアウト訓練（「その時にいる場

 所」で地震が発生したと想定した訓練です。）を行いました。
　 避難訓練の際には「自分の命は自分で守る」ことの大切さを伝
えています。今年は清掃中という想定での訓練でした。状況に合
わせた避難方法や訓練をくり返し行うことで、子どもたち自身が
とっさの判断をできるようにして自分の命を守れる力を養ってい

 きたいと思います。

                           　　　龍ケ崎市立松葉小学校　学校だより 
令和６年 

　９月１８日（水） 

発行


